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「出雲神話」を歩く
―地域における神話の受容とその教育―
Walking in the World of Izumo Myths
- Acceptance and Education of Mythology in the Community -




島根県東部・出雲地方は、奈良時代に成立した『古事記 （ 年）や『日』 712
本書紀 （ 年）の神話・歴史書におけるイザナミ、スサノヲ、オホクニヌ』 720
、 「 」 。 、シなどの神々の物語 いわゆる 出雲神話 の舞台である 現在においても
出雲地方には多数の神社や史蹟があり、博物館などの施設も充実する。
、 、本学短期大学部総合文化学科では 古典文学を座学のみで学ぶのではなく
学外でのフィールド学習を併せて実施する「日本古典文学を歩く （ 年生後」 2
期開講）の授業が長年行われてきた。筆者の着任以降は、 年から 年2012 2018

























抱いていた。しかし『古事記』と『日本書紀』の比較や 『出雲国風土記 『雲陽誌』、 』、
を通して、それは違うのだと気づいた。例えば、八岐大蛇伝承を取り上げると、八岐大
蛇の居所は 『古事記』では高志 『日本書紀』では八丘、八谷の間 『雲陽誌』では八、 、 、
こ し
頭坂、あまが淵だとされる。伝承はその当時の時勢と残されることになった理由に大き













『 』 、 。古事記 において イザナミの死に関わる部分は次のように記される
( )2
其の、神避れる伊耶那美神は、出雲国と伯伎国との堺の比婆之山に葬り


















よ も つ もものみ
取りて待ち撃ちしかば、悉く坂を返りき。…最も後に、其の妹伊耶那美





」 。 、 。絞り殺さむ といひき …其の黄泉坂を塞げる石は 道反之大神と号く












































（ ） 、 、 。イザナミのたぐり 吐瀉物 からは 金山毘古神 金山毘売神が誕生する
この二神の名の 金山 は 鉱山を意味するとされる 天岩戸の話では 天「 」 、 。 、「







































































温泉神社、大蛇を倒した際の酒壺を祀る八口神社（ 印瀬の壺神 、クシナ「 」）
ダヒメが産湯を使ったという「熊谷さん 、大蛇の角が埋められているとい」











、 、 、 。水での清め方 鳥居・参道の歩き方 狛犬の由来 参拝の仕方などを教えていただいた
…高速道を通ると、雲南市木次まで大学から約 分で行けるので、近い場所にオロチ伝30





























まを や へ こと しろぬしの
鳥の遊・取魚の為に 御大之前に往きて 未だ還り来ず とまをしき 故爾、 、 」 。
すなどり み ほ の さき かれしか
、 、 、 、くして 天鳥船神を遣して 八重事代主神を徴し来て 問ひ賜ひし時に
め
其の父の大神に語りて言はく 「 恐 し。此の国は、天つ神の御子に立て、
かしこ
奉らむ」といひて、即ち其の船を蹈み傾けて、天の逆手を青柴垣に打ち















碕に在り、釣魚するを以ちて 楽 とす。或に曰く、遊 鳥を楽とすとい
たのしび とりのあそび
ふ。故、熊野の諸手船を以ちて 【亦は 天 鴿船と名ふ 】使者稲背脛を、 。
もろ た ぶね あまのはと ふね い いな せ はぎ
載せ遣して、高皇産霊の 勅 を事代主神に致し、且 報 さむ辞を問
たか み むす ひ みことのり かへりことまを





高皇産霊 尊 、大物主神に勅したまはく 「汝、若し国神を以ちて妻とせ、
たか み むす ひのみこと も








。 「 」 「 」して認識されていたことがわかる それは ミホ という音が喚起する 御穂
ミ ホ
の意によるものだろう 「 天 穂日 命 」や「 天 忍穂 耳 命 」などは、稲穂の。































































( ) 『出雲国風土記』を教材とした授業については、拙稿「 出雲国風土記』を用いた地域の1 『
神話・歴史教育 （ しまね地域共生センター紀要』第 号 年 月）を参照。」『 2 2015 9
( )本文の引用は山口佳紀・神野志隆光校注・訳『新編日本古典文学全集 古事記 （小学館2 』
年）に拠った。1997
( )比婆山の諸説の検討については、安本美典氏『邪馬台国と出雲神話 （勉誠出版 年）3 2004』
に詳しい。
( )これらのイザナミの陵墓としての「比婆山」については別稿にて論じる予定である。4
( )西宮一民校注『新潮日本古典集成 古事記』新潮社 年5 1979
本文の引用は小島憲之・直木孝次郎・西宮一民・蔵中進・毛利正守校注・訳『新編日本古( )6
典文学全集 日本書紀 （小学館 年）に拠った。』 1994











。 、 、かと思います ･･･何年もかけて 沢山の人が一つの物語について深く考えて来たことは
素晴らしいと思えました。それが地元のことであれば、その土地への愛情に繋がってい
るのではないかと、地元のガイドさんの話を聞きながら感じました （ 年度／ ）。 H30 H
神話は土地への愛着に繋がっている。我々がそこで生きていくための前提
となる〈揺るがぬ歴史〉が神話であった。学習の過程において、学生がそれ
を肌で感じ取ることができたという事実は大きい。神話とは何かといったこ
とを考える学びは、神話のテキストの解釈や、古典文学の学びにとどまらな
い。地域の人がいかにそこで生きるのかという問いに繋がる学びといえるだ
ろう。
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